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［名大教育方法：授業分析０７］
名古屋大学教育学部
教育方法学講義II　-授業分析と教育の科学化-
第７回配布資料

逐語記録にもとづく授業分析諸手法
ー分節・発言関連図・発言表・中間項ー

１　逐語記録にもとづく授業分析のための手法の開発と適用

　逐語記録を中心とする資料を精読することが分析作業の中心である．
　ある程度定式化された手続き，すなわち分析手法も生み出されてきた．

２　逐語記録にもとづく授業分析諸手法

｜　（１）　分節わけ
｜　　授業をいくつかの分節にわけて，その相互の関連から授業の展開を構造的に
｜　把握するためのものである．逐語記録から一目で授業の構造をとらえることは
｜　困難であるが，分節にわけることによってこれを補うことができる．ただし，
｜　どこで区切るのかは明確な基準が定式化されているわけではないため，分節
｜　は，授業（記録）から一方的に導かれるものではなく，分析者の授業のとらえ
｜　方が大きく反映する．
｜　
｜　
｜　（２）　発言の関連図
｜　　発言と発言の関連を図として表わしたものとしてさまざまな形式のものが用
｜　いられている．たとえば八田（1961）は，１分節の全発言（73発言）につい
｜　て，横方向に発言順位，縦方向に発言者をとった平面上に，各発言を位置付け
｜　その内容を記し，また発言同士の関係（同方向，反対，同一人の同一主張）や
｜　子どもの対立関係を線の種類で表わしている．
｜　
｜　（３）　八田の構造分析表
｜　　八田（1962; 重松ほか 1963, p.590）は，分析視点によって主要な発言を
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｜　分類整理した表（構造分析表）を作成している．これは，分析視点を縦方向，
｜　分節を横方向にしたマトリックスの各セルに，相当する主要発言を記載し，あ
｜　わせてその視点にもとづく発言の特徴を記したものである．
｜　
｜　（４）　発言表（発言者一覧表）
｜　　授業において誰がいつ発言しているかが一覧できるように，さまざまな形式
｜　の表が用いられている．たとえば，八田（1963）は，縦横に，発言者と時間
｜　をとった表に，発言番号を記載した表を作成している（発言者一覧表）．
｜　　中村（1986）は，横方向に発言者をとった表に発言量（逐語記録上での行
｜　数など）に対応した長さの線を縦方向にかきいれた発言表を開発している．ま
｜　た，表の中に発言内容の要旨や，発言同士の関連を示す線や円をかきいれ，発
｜　言の内容面も一覧できるようにした発言表も活用している．
｜　　さらに，発言表を発展させたものとして，田代（1988）は，発言の長さを
｜　示す線のかわりに，発言に含まれる主要概念を記号化したものを書き入れた表
｜　を作成している．また田上（1990）は，子どもの発言の特徴を縦断的に追究
｜　するために，数時にわたる個人別発言表を作成している．
｜　
｜　（５）　中間項
｜　　名古屋大学教育方法研究室グループでは，授業の理論的モデルを構成するこ
｜　とを目的とし，授業に含み込まれている，あるいは介在している，子どもの経
｜　験，直観，操作，教師の助言や指示といった授業諸要因を関連構造として，授
｜　業分析を通して授業から抽出する研究が進められている．その中で，記録（発
｜　言や作文）から直接抽出することが困難な要因（たとえば直観などの精神活動
｜　のレベルの要因）を顕在化させるために，記録と要因の間に中間項という記述
｜　形式を設定し，発言・作文を，内容を捨象しないように中間項に転換（再構
｜　成）している（日比ほか1992;日比ほか1993）．
｜　　中間項を設定する意味は，一つには，発言を中間項へ転換することによっ
｜　て，児童の発言がどのような概念や構想の相互の関連として成立しているかを
｜　より明確にとらえることができることである．また，今までともすれば見落と
｜　していたことばも分析の対象とせざるを得なくなり，児童発言の具体的な事実
｜　に即した解釈が可能になることである（日比ほか1992, p.130）．
｜　　
｜　八田 昭平 (1961) 授業におけるつまづきと子どもの思考の発展　-授業分析試
｜　　論（１）-. 名古屋大学教育学部紀要, 7: 94-117
｜　八田 昭平 (1962) 授業における目標の設定とその実現　-授業分析試論（２）
｜　　-. 名古屋大学教育学部紀要, 9: 123-146
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｜　
　柴田好章. 「授業分析における量的手法と質的手法を統合に関する研究」, 風間
書房, 2002年.

- 4 / 4 -

!!!!!!!!

図5 - 4 - 1　重松（1961 , p .64 - 66）による授業の分節構造のモデル
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